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A/E/C SYSTEM JAPAN A/E/C SYSTEM JAPAN ‘‘9999
IFCIFC実証実験のポイント実証実験のポイント

◆ＩＦＣ◆ＩＦＣ R1.5.1R1.5.1以降で改善された以降で改善された

PropertySetsPropertySets（（特性情報）の有効活用特性情報）の有効活用

◆建築関連ソフト間でのＩＦＣの◆建築関連ソフト間でのＩＦＣの

具体的活用と利便性具体的活用と利便性
・・CADCADシステムとシステムとNonNon--CADCADシステムシステム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 双方での情報交換双方での情報交換
・建築資材情報（・建築資材情報（WebWeb））ととIFCIFCとのリンクとのリンク
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参加企業参加企業

ＩＦＣデモンストレーション参加企業（敬称略）ＩＦＣデモンストレーション参加企業（敬称略）

ソフトベンダー（１２社）ソフトベンダー（１２社）
構造ｿﾌﾄ構造ｿﾌﾄ,,四電工四電工,,福井ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ福井ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ,,ビジオビジオ ジャパンジャパン

構造計画研究所構造計画研究所,,住友ｾﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ開発住友ｾﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ開発,,
グラフィソフトグラフィソフト,,中電ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ中電ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ,,兼松ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ兼松ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ,,
インフォマティクスインフォマティクス,,富士通富士通, , ＮＥＣＮＥＣ

建築関連企業（３社）建築関連企業（３社）

日立製作所日立製作所、、ＹＫＫａｐＹＫＫａｐ、、セコムセコム

大学関係者大学関係者

九州工業大学九州工業大学

その他その他

設備・ＦＭ分科会参加企業設備・ＦＭ分科会参加企業
黄色は今回初めて参加した企業・団体
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Group1Group1

ｴﾚﾍﾞｴﾚﾍﾞ--ﾀｰ計画ﾀｰ計画

設備設計設備設計

意匠設計意匠設計

構造計算構造計算

NcadArcNcadArc
（（ＮＥＣＮＥＣ))

ＢｕｉｌＢｕｉｌddｼﾘｰｽﾞｼﾘｰｽﾞ
（構造ソフト（構造ソフト))

CADEWACADEWA
（（四電工四電工))

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ計画支援ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ計画支援
（日立製作所）（日立製作所）

テーマ：意匠情報を構造計算、機器配置に利用テーマ：意匠情報を構造計算、機器配置に利用
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Group2Group2

構造計算構造計算

設備設計設備設計

積算積算意匠設計意匠設計

adpackadpack--ADTADT（（構造）構造）

〈参考出展〉〈参考出展〉
（構造計画研究所（構造計画研究所))

GRAPHISOFT GRAPHISOFT 6.06.0
（（グラフィソフトジャパングラフィソフトジャパン))

稲妻ＡＤＴ稲妻ＡＤＴ（電気設備）（電気設備）
（（中電ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ中電ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ))

EstimateEstimate--CoreCore（（積算）積算）
（（住友ｾﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ開発住友ｾﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ開発））

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

WHG,IBDSWHG,IBDS
〈参考出展〉〈参考出展〉

（（九州工業大学九州工業大学））

テーマ：建築設計の各フェーズを網羅したデータ共有テーマ：建築設計の各フェーズを網羅したデータ共有
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GroupGroup３３
テーマ：企画・意匠設計におけるデータ共有テーマ：企画・意匠設計におけるデータ共有

～建材～建材WEBWEB情報とのリンクを試みる～情報とのリンクを試みる～

意匠設計意匠設計

意匠設計意匠設計

企画、プレゼン企画、プレゼン建材情報建材情報

ARCHITREND 21ARCHITREND 21
（（福井コンピュータ）福井コンピュータ）

MicroGDSMicroGDSｼﾘｰｽﾞｼﾘｰｽﾞ
（インフォマティクス）（インフォマティクス）

gaudigaudi--ADTADT
〈参考出展〉〈参考出展〉

（（兼松エレクトロニクス）兼松エレクトロニクス）

建材建材WEBWEB情報情報
（（YKKYKKｱｰｷﾃｸﾁｭﾗﾙﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂｱｰｷﾃｸﾁｭﾗﾙﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ))
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Group4Group4

企画設計企画設計

ＰｒｏｐｅｒｔｙＳｅｔｓＰｒｏｐｅｒｔｙＳｅｔｓ
ライブラリライブラリ

空調負荷計画空調負荷計画意匠情報意匠情報

IFCIFCｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

〈参考出展〉〈参考出展〉
（（セコム）セコム）

空調負荷計算プログラム空調負荷計算プログラム
〈参考出展〉〈参考出展〉

（（IAIIAI日本支部日本支部 設備・設備・FMFM分科会）分科会）

Visio 2000 TechnicalVisio 2000 Technical
（（ビジオビジオ ジャパン）ジャパン）

ＰｅｒｓｏｎａｌＰｅｒｓｏｎａｌ ＢＬＤＢＬＤ R4.0R4.0
（富士通）（富士通）

テーマ：ＩＦＣテーマ：ＩＦＣ2.02.0による建築設計とによる建築設計と

空調負荷計算プログラムとの連携空調負荷計算プログラムとの連携
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注目内容（１）
インターネット経由の建材情報提供サービスにインターネット経由の建材情報提供サービスにIFCIFC
を利用（ＹＫＫａｐ殿）を利用（ＹＫＫａｐ殿）

•• 建材の資材情報を建材の資材情報をIFCIFCのドア、窓オブジェクトののドア、窓オブジェクトのPropertyProperty--
SetsSetsに登録し、に登録し、WebWeb経由で情報を提供。経由で情報を提供。

•• 設計者は提供された設計者は提供されたIFCIFCデータをダウンロードし、データをダウンロードし、IFCIFC対応ソ対応ソ

フトに展開することで、性能形状、形状情報が反映できる。フトに展開することで、性能形状、形状情報が反映できる。
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注目内容（２）注目内容（２）
ＩＦＣデータを利用した、エレベータ計画支援サービスＩＦＣデータを利用した、エレベータ計画支援サービス
（日立製作所（日立製作所 殿）殿）

設計者がＷｅｂよりエレベーター計画に必要な情報（機種、定員、設計者がＷｅｂよりエレベーター計画に必要な情報（機種、定員、
速度）を入力し、ＩＦＣ化した建物情報を添付し、メーカに送付。速度）を入力し、ＩＦＣ化した建物情報を添付し、メーカに送付。

メーカ側は添付送付されたＩＦＣデータから昇降路を抽出し、各階メーカ側は添付送付されたＩＦＣデータから昇降路を抽出し、各階
の昇降路を構成している柱、壁、梁位置、寸法、（接続情報）を取の昇降路を構成している柱、壁、梁位置、寸法、（接続情報）を取
り込み、昇降路に合った機器選定、配置計算の後、据付図を作成り込み、昇降路に合った機器選定、配置計算の後、据付図を作成

し設計者へ転送する。し設計者へ転送する。
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エレベータ据付図エレベータ据付図
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注目内容（３）注目内容（３）
ＩＦＣデータとエンドユーザシステムとの連携にＥｘｃＩＦＣデータとエンドユーザシステムとの連携にＥｘｃ
eeｌのｌのCSVCSVを利用（セコム殿、設備・を利用（セコム殿、設備・FMFM分科会）分科会）

ＩＦＣオブジェクトの建物情報から部屋、ドア、窓、壁の情報（形ＩＦＣオブジェクトの建物情報から部屋、ドア、窓、壁の情報（形
状中心）を利用し、空調負荷計算プログラム（設備・ＦＭ分科会状中心）を利用し、空調負荷計算プログラム（設備・ＦＭ分科会
開発）を実行。データ拾いの工数低減を実証。開発）を実行。データ拾いの工数低減を実証。

ＩＦＣオブジェクトから必要情報を抽出し、その内容をＩＦＣコンポＩＦＣオブジェクトから必要情報を抽出し、その内容をＩＦＣコンポ
ーネント（仮称：セコム殿開発）を利用し、ＥｘｃｅｌのＣＳＶ形式でーネント（仮称：セコム殿開発）を利用し、ＥｘｃｅｌのＣＳＶ形式で

展開、ユーザ側はＩＦＣインターフェース機能を開発すること無く展開、ユーザ側はＩＦＣインターフェース機能を開発すること無く
、ＩＦＣの情報を利用する。、ＩＦＣの情報を利用する。

IfcBuilding
Element

IfcSpace

IfcDoor

IfcWindow

IfcWall

IfcPropertySet

・・・

IFCｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ｒｏｏm３ 200 2400 2400 2400 2400
ｒｏｏm４ 200 2400 2400 2400 2400
WALL1 1800 2000 2000 2000 2000
WALL2 1800 2000 2000 2000 2000
WALL3 1800 1800 1800 1800 1800
WALL4 1800 1771.429 1771.429 1771.429 1771.429
WALL5 1800 1664.286 1664.286 1664.286 1664.286
WALL6 1800 1557.143 1557.143 1557.143 1557.143
WALL7 1800 1450 1450 1450 1450
WALL8 1800 1342.857 1342.857 1342.857 1342.857
WALL9 1800 1235.714 1235.714 1235.714 1235.714
Window10 SWING 1128.571 1128.571 1128.571 1128.571
Window11 SWING 1021.429 1021.429 1021.429 1021.429
Window12 SWING 914.2857 914.2857 914.2857 914.2857
Window13 SWING 807.1429 807.1429 807.1429 807.1429
Window14 SWING 700 700 700 700

IFCデータ

ExceExceｌｌ CSVCSV

空調負荷計算空調負荷計算
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アンケート結果よりアンケート結果より

貴社がインプリメンテーション活動に参加した事は貴社がインプリメンテーション活動に参加した事は

今回の今回のAA//E/E SYSTEM JAPAN E/E SYSTEM JAPAN ‘‘9999のデモに参加したベンダーのデモに参加したベンダー

（１５社、１大学）に対し、昨年同様アンケートを実施しました。（１５社、１大学）に対し、昨年同様アンケートを実施しました。
集計結果を報告します。集計結果を報告します。

                            今    年                                昨    年
回答数（社） 割合（％） 回答数（社） 割合（％）

非常に有意義 7 44 8 66
有意義 8 50 4 34
どちらでもない 1 6 0 0
無意味 0 0 0 0
無駄 0 0 0 0

（コメント）
・同業他社と共同でプロジェクトを進めることにより、横のつながりができた。
・今回初めて建材情報をＩＦＣのレイアウトに当てはめてみたことで 何が求められているか，
何が不足しているか，今後何が必要かを見つめ直せたこと。

・IFCデータを活用したサービスの可能性を確認できた
・Property-Setの設定、及び実業務に近いシステムでの活用が実証実験できたこと。
・ エンドユーザ側からのIFC利用方法を確認できた。
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実証実験を通じて感じた問題点実証実験を通じて感じた問題点

現状の仕様は実務として利用可能と思いますか現状の仕様は実務として利用可能と思いますか

（コメント）（コメント）
・データフォーマットは規定されていても、その値（表現方法）の統一は完全にはできてい・データフォーマットは規定されていても、その値（表現方法）の統一は完全にはできてい
ない。表現の方法によって結局はローカルなバージョンが複数出来てしまうので、それない。表現の方法によって結局はローカルなバージョンが複数出来てしまうので、それ
らの統一が必要。らの統一が必要。

・窓やドアなど，製品を特定する上で、オブジェクトのＰｓｅｔ項目の不足を感じた。・窓やドアなど，製品を特定する上で、オブジェクトのＰｓｅｔ項目の不足を感じた。
・具体的、かつ詳細なローカルルール（アグリーメント）の必要性。・具体的、かつ詳細なローカルルール（アグリーメント）の必要性。
・・PropertyProperty--SetSetの使用の取決めが必要。の使用の取決めが必要。

（コメント）（コメント）
・建材の情報について、プロジェクト内で規定すれば、実務に利用できると思う。・建材の情報について、プロジェクト内で規定すれば、実務に利用できると思う。
・Ｐｓｅｔ項目，クロスライブラリの仕様の充実が必要。・Ｐｓｅｔ項目，クロスライブラリの仕様の充実が必要。
・・ 実際には、「限定すれば」という条件では、普及には程遠くなりそう。実際には、「限定すれば」という条件では、普及には程遠くなりそう。
実物件での試行を行い、さらにローカルルールを定めていくなど、不足する部分を埋めて実物件での試行を行い、さらにローカルルールを定めていくなど、不足する部分を埋めて
いくことが必要かと思います。いくことが必要かと思います。

・日本独自の仕様、現在実務で広く普及しているアプリケーションの仕様にもできる限り歩・日本独自の仕様、現在実務で広く普及しているアプリケーションの仕様にもできる限り歩
み寄るような検討も必要ではないか。まずは、実務の中で比較的簡単に導入できること、み寄るような検討も必要ではないか。まずは、実務の中で比較的簡単に導入できること、
そしてそれによるメリットがあることを実証できるよう考えて行く必要がある。そしてそれによるメリットがあることを実証できるよう考えて行く必要がある。

・ローカルルールをどのようにするか特に、Ｐ－ＳＥＴの扱い。・ローカルルールをどのようにするか特に、Ｐ－ＳＥＴの扱い。
・形状に関しては、・形状に関しては、IFCIFCのすべての形状オブジェクトで大半は表現できるのでは。のすべての形状オブジェクトで大半は表現できるのでは。
・上流からの利用だけならば、・上流からの利用だけならば、R2.0R2.0レベルの空間オブジェクトは十分利用価値がある。レベルの空間オブジェクトは十分利用価値がある。
・設備機器クラスの追加・設備機器クラスの追加

意匠系業務に対する回答数 設備系業務に対する回答数 構造系業務に対する回答数
十分対応可能 1 1 0
物件、内容を限定すれば可能 7 2 2
まだ不十分 1 2 2
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今後、今後、IFCIFCが普及する為に必要と思われる活動はが普及する為に必要と思われる活動は

今後の今後のIFCIFCの仕様、の仕様、IAIIAIの活動に期待することはの活動に期待することは

（コメント）（コメント）
・・AgreementAgreementの充実と明確化の充実と明確化
・日本でのＩＦＣの標準化（利用指針みたいなもの）・日本でのＩＦＣの標準化（利用指針みたいなもの）
・ＩＦＣ適用のテストプロジェクトが必要。・ＩＦＣ適用のテストプロジェクトが必要。
・建設業界も変容せざるを得ない時期に差し掛かっていると思われるので、ＩＦＣをうまく・建設業界も変容せざるを得ない時期に差し掛かっていると思われるので、ＩＦＣをうまく

適用した変容のストーリーを描いて見せることも必要。適用した変容のストーリーを描いて見せることも必要。
・Ｐ－ＳＥＴの使い方を検討する分化会が必要。・Ｐ－ＳＥＴの使い方を検討する分化会が必要。
・ユーザーを巻き込んだ実例での検証。（仮想でも可）・ユーザーを巻き込んだ実例での検証。（仮想でも可）
・ベンダー側のアグリーメント作成。・ベンダー側のアグリーメント作成。BLISBLISが該当。が該当。
・・ 実際の実務に添った内容で、現在対応できるソフトでの実験が必要と思われる。実際の実務に添った内容で、現在対応できるソフトでの実験が必要と思われる。

（コメント）（コメント）
・・・仕様よりも実装方法、使い方の普及活動に期待します。・仕様よりも実装方法、使い方の普及活動に期待します。
・ゼネコン、設計事務所の積極参加。・ゼネコン、設計事務所の積極参加。
・・ （インプリメンテーション分科会において）出来れば相互テスト、アグリーメントの詳細化（インプリメンテーション分科会において）出来れば相互テスト、アグリーメントの詳細化

を継続して行えると良いと思います。を継続して行えると良いと思います。
・実務に促した実証実験・実務に促した実証実験 。。
・実験も含めてＩＦＣの適用事例の蓄積。ＩＦＣデータの意味の面での曖昧さを事例の蓄積・実験も含めてＩＦＣの適用事例の蓄積。ＩＦＣデータの意味の面での曖昧さを事例の蓄積
（利用の仕方）でカバーすることが必要。（利用の仕方）でカバーすることが必要。

・「普及するために必要と思われる活動」の実践。・「普及するために必要と思われる活動」の実践。
・ユーザー側の積極的な検証活動。・ユーザー側の積極的な検証活動。
・アグリーメント作成の対内外活動。・アグリーメント作成の対内外活動。
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IFCIFCが日本の建設業界で実用化されるのはいつごが日本の建設業界で実用化されるのはいつご

ろと思いますかろと思いますか
                            今    年                                昨    年

回答数（社） 割合（％） 回答数（社） 割合（％）
即可能 1 7 0 0
１～２年先 4 26 2 17
３～５年先 9 60 9 75
５年以上先 1 7 1 8
永遠に無理 0 0 0 0

（コメント）（コメント）
・・IFCIFCは建物のライフサイクル全体にわたるデータ共有を目的としているが、まだ意匠の部分しは建物のライフサイクル全体にわたるデータ共有を目的としているが、まだ意匠の部分し
か定義が広まっていない。同工程（現段階では意匠設計）でのデータ交換がどれほどあるかか定義が広まっていない。同工程（現段階では意匠設計）でのデータ交換がどれほどあるか
疑問。意匠設計からあとの部分、管理の工程まで定義されれば、もっと実用化が進むと思う。疑問。意匠設計からあとの部分、管理の工程まで定義されれば、もっと実用化が進むと思う。

・３Ｄオブジェクト、３Ｄによる設計作業になった段階。・３Ｄオブジェクト、３Ｄによる設計作業になった段階。
・経済的観点から、建設業界も変容せざるを得ない時期に差し掛かっているのでは。その変容・経済的観点から、建設業界も変容せざるを得ない時期に差し掛かっているのでは。その変容
時期に入れば、ＩＦＣを利用し、効率化を図らざるを得ないのでは。その時期が３～５年先。時期に入れば、ＩＦＣを利用し、効率化を図らざるを得ないのでは。その時期が３～５年先。

・即活用可能な分野から即実践すべき。・即活用可能な分野から即実践すべき。
・・ すべてのオブジェクトが揃うまで待つのは無意味。すべてのオブジェクトが揃うまで待つのは無意味。
・・ ベンダーもエンドユーザも受け身の姿勢では進まないため。ベンダーもエンドユーザも受け身の姿勢では進まないため。
・・ ソフトウェアベンダーが真にユーザが必要とするものを作る意思、また、ユーザがそれを使いソフトウェアベンダーが真にユーザが必要とするものを作る意思、また、ユーザがそれを使い
それを本当に使えるように協力する意思が無い限り永遠に無理だと思う。それを本当に使えるように協力する意思が無い限り永遠に無理だと思う。

・・ 現在は、ソフトウェアベンダーとして『対応したから買って』、ユーザとして『早く使えるものを作現在は、ソフトウェアベンダーとして『対応したから買って』、ユーザとして『早く使えるものを作
れ』と言った意思が強く、『何を、どうすれば』と言ったものが非常に薄いような気化する。れ』と言った意思が強く、『何を、どうすれば』と言ったものが非常に薄いような気化する。

IAI日本支部 ｲﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾃｰｼｮﾝ分科会

IFCIFC対応製品をいつまでにリリースしたいと考えていま対応製品をいつまでにリリースしたいと考えていま

すかすか

実際のプロジェクトでのＩＦＣ実証を検討しているユーザ実際のプロジェクトでのＩＦＣ実証を検討しているユーザ
があれば、そのプロジェクトに積極的に参加しますか？があれば、そのプロジェクトに積極的に参加しますか？

自社自社CADCADのユーザーで，先進的な取り組みに協力してのユーザーで，先進的な取り組みに協力して
くれる会社、組織、人がいますかくれる会社、組織、人がいますか

回答数（社） 割合（％）
即対応 2 15
１～２年先 8 62
３～５年先 2 15
５年以上先 1 8
永遠に対応無理 0 0

回答数（社） 割合（％）
是非参加したい 7 44
参加を検討 7 44
わからない 2 12
無償では不参加 0 0
不参加 0 0

回答数（社） 割合（％）
ほとんどのユーザが協力的 0 0
半分程度のユーザが協力的 0 0
一部ユーザは協力的 9 69
協力ユーザは殆どなし 4 31
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他に参加を呼びかけるべき企業及び業種があれば他に参加を呼びかけるべき企業及び業種があれば
上げてください上げてください

次回のインプリメンテーション活動に参加しますか？次回のインプリメンテーション活動に参加しますか？

・建設資材メーカ・建設資材メーカ
・設備機器メーカ・設備機器メーカ
・衛生陶器メーカ・衛生陶器メーカ
・スケジュール・プロジェクト管理ソフトベンダー・スケジュール・プロジェクト管理ソフトベンダー
・・ ビル管理会社関連ビル管理会社関連
・・KISSKISSややPLIB(ISO13584)PLIB(ISO13584)などの団体などの団体
・建材・設備機器などのメーカの業界団体（とくに・建材・設備機器などのメーカの業界団体（とくにECEC関連のもの）関連のもの）

                            今    年                                昨    年
回答数（社） 割合（％） 回答数（社） 割合（％）

是非参加したい 6 38 9 75
参加を検討 8 50 3 25
わからない 2 12 0 0
参加しない予定 0 0 0 0
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IFCIFCの可能性（１）の可能性（１）
特定部門間、特定業務間での情報交換ツール特定部門間、特定業務間での情報交換ツール

部門が特定されるので、運用ルールが設定し易い

対象ソフトが限定される為、ソフト間での利用オブジェクト、
定義内容の調整が容易

情報の再入力不要による作業効率化、計算結果品質向上

ＩＦＣＩＦＣ

・建物情報
・躯体情報
・開口、窓、ドア
・仕上げ情報
・etc

・部屋・ｽﾍﾟｰｽ情報
・壁、床、天井等

・躯体情報
・窓、ドア情報
・仕上げ情報

空調計算、証明計算等空調計算、証明計算等

３３DDによるモデル設計によるモデル設計

概算見積、積算等概算見積、積算等
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IFCIFCの可能性（２）の可能性（２）

Ｗｅｂでの情報提供Ｗｅｂでの情報提供
IFCIFCはオブジェクト構造なのではオブジェクト構造なのでJAVAJAVA等でコントロールできる。等でコントロールできる。

各オブジェクトに各オブジェクトにPropertySetsPropertySets（（特性情報）を設定できる。特特性情報）を設定できる。特

に窓、ドアに関しては１００項目以上のテーブルが用意されてに窓、ドアに関しては１００項目以上のテーブルが用意されて
いる。いる。

PropertySetsPropertySetsは個別に追加設定可能は個別に追加設定可能

IFCIFC
資材モデル資材モデル
資材性能資材性能

WebWeb検索検索

XMLXML
取扱説明書取扱説明書
カラログ情報カラログ情報

建設資材メーカ等建設資材メーカ等
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今後の活動今後の活動

ＩＦＣ実装、運用アグリメント検討、作成ＩＦＣ実装、運用アグリメント検討、作成

ＩＦＣ　Ｒ２．０を対象に各オブジェクトの実装、運用ＩＦＣ　Ｒ２．０を対象に各オブジェクトの実装、運用
ルールを検討ルールを検討

利用者側での利用者側でのPropertySPropertySｅｔｓｅｔｓ、、メーカー側でのメーカー側での
PropertySetsPropertySetsは用途、内容が違うので個別に検は用途、内容が違うので個別に検
討し、最終的に双方で調整討し、最終的に双方で調整

具体的物件での実証具体的物件での実証

ベンダーとユーザの混合プロジェクト体制での実ベンダーとユーザの混合プロジェクト体制での実
証実験推進証実験推進


